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生の主ମを形成するコϛュχέーシϣンが、開発主義の๫
力をॖݮする୤開発コϛュχέーシϣンとなるので͋るɻ
͓ΘΓʹ
ɹ์ࣹઢリスクと͍うが、ͦのリスク／ةݥをड༰ͤ͞ら
Εる΋のと、リスク／ةݥによͬͯಘらΕるར益をಘる΋
の͸ҟなり、͞らに૒ํのݖ力΍ܦࡁ力͸ѹ౗的に非対শ
で͋るɻ
ɹしたがͬͯ、ݪ発を८るコϛュχέーシϣンの๫力をॖ
ݮするたΊに͸、まͣඃ֐者自਎がඃ֐者で͋ることをҙ
ࣝԽし、๫力に立ち޲かう自力ߋ生の主ମを形成すること
がඞཁで͋るɻ事݅後⚗年をܦͯ、෱島ݪ発告ૌ団なͲを
͸͡Ίとする「ͻͩΜΕΜ」「ݪ発ૌুશ国連」なͲの׆ಈ、
൧ؘଜの長谷川݈一͞Μらの映画੍࡞΍、͍͍たͯネット
ワークの「ಧけ！ආ೉者の੠プロジェクト」なͲ、ඃ֐者
自਎によるコϛュχέーシϣン発信がますます੝Μになͬ
͍ͯるɻ一ํで、同͡開発主義の๫力ඃ֐者で͋るਫມප
ױ者、ඃ֐者との連ଳのコϛュχέーシϣン΋続͍͍ͯるɻ
ɹこのような୤開発コϛュχέーシϣンが、ߦ政にىҼす
るਫມපの「ѱ͍ܦݧ」「ѱ͍教܇」で΋͋る東ిݪ発事
݅のコϛュχέーシϣンの๫力をࠀ෰する営ҝとなるɻ͞
らに͸、ݪ発事݅の責任を問うܐ事ࡋ൑、ഛঈをٻΊる民
事ࡋ൑、"D3をಆう「ྑ͍ܦݧ」「ྑ͍教܇」となるので
͋るɻ
ɹ事݅⚑年後Ґから「෩評ඃ֐」と͍うݴ༿が聞かΕるよ
うになり、2015年に͸෱島県に෩評・෩Խ対策監が置かΕ
たɻ第⚒ষで「ආ೉を続けることが෩評を生Ή」と͞Εる
コϛュχέーシϣンの๫力をड़΂たが、ݱࡏ΋ඃ֐地域で
์ࣹ能につ͍ͯ発ݴすること自ମが「෩評」「෮興の๦͛」
とݴΘΕͯ෧ࡴ͞Εる๫力が続͍͍ͯるɻ今後͸コϛュχ
έーシϣンを「෩評」とݺΜで࿪Ίഁյするߏ଄を͞らに
明らかにし͍͖ͯた͍ɻ
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コミュニケーション（行為）の類型
一般的理解 コミュニケーション
筆者の理解
開発コミュニケーション
- 開発の受容
- 普及
- 外部（専門家）の働きかけ
- 階層的、単一
- 暴力コミュニケーション
パックス・エコノミカ
脱開発コミュニケーション
- 脱開発の意識化
- 対話（エクスポージャー）
- 自力更生（主体の形成）
- 地域性、多様性
- 平和コミュニケーション
サブシステンス志向
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